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随
心
院
蔵

『峯
殿
詠
可
集
』
考

一

藤
原
良
経
の
後
を
継
ぐ
鎌
倉
中
期
歌
壇
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
光
明
峯

寺
摂
政
九
条
道
家

（建
久
四
年
‐１９
‐
建
長
四
年
麟
）
の
家
集
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
『夫
木
抄
』
所
収
の
道
家
歌
の
詞
書
に

「御
集
」
と
付
記
す
る

例
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
現
存
の
報
告
は
な
い
。

御
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
明
峰
寺
入
道
摂
政

は
つ
せ
山
た
に
そ
は
か
け
て
い
た
び
さ
し
下
ふ
く
風
に
梅
の
香
ぞ

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夫
木
抄

。
巻
三
・
春
三
・
７‐８
）

『私
家
集
伝
本
書
目
』
（明
治
書
院

昭
４０
．
１０
）
に

「光
明
峯
寺
殿
百
首

（建
保
四
年
百
首
）

一　

鎌
倉
中
期
写
、
伝
為
家
筆
　
書
陵
部
　
弘
文
荘

書
目
三
〇
」
と
記
さ
れ
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『道
家
百
首
』
（５０３
・
四
）

（鎌
倉
期
写

列
帖
装

一
冊
）
が
、
集
成
さ
れ
た
道
家
歌
と
し
て
は
広
く
知

ら
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
同
本
は
、
建
保
四
年

（‐２‐６
）
後
鳥
羽
院
百
首

の
折
の
道
家
百
首
で
あ
り
所
謂
家
集
で
は
な
い
。

道
家
の
集
は
、
広
く
流
布
す
る
こ
と
は
な
く
、
早
く
に
散
逸
し
た
か

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
代
に
至
り
道
家
の
詠
歌
を
収
集
す
る

海
野
　
圭
介

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
標
記
の
『峯
殿
詠
腎
集
』
と
題
す
る

一
本
は
、

道
家
歌
を
諸
歌
集
よ
り
抄
出
し

一
書
と
な
し
た
他
撰
の
私
家
集
で
あ

る
。
真
言
宗
善
通
寺
派
大
本
山
随
心
院

（京
都
市
山
科
区
小
野
御
霊
町
）
に

蔵
さ
れ
る

一
本
を
知
る
の
み
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
伝
存
を
聞
か
な

い
。
収
載
和
歌
は
総
て
他
書
に
も
載
る
既
知
の
も
の
で
新
出
歌
を
含
ま

な
い
も
の
の
、
他
に
道
家
の
集
が
確
認
出
来
な
い
点
、
『峯
殿
詠
可
集
』

を
現
蔵
す
る
随
心
院
と
摂
家
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
伝
来
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
る
点
等
の
理
由
に
よ
り
、
小
稿
で
は
、
『峯
殿
詠
訂
集
』

の
大
略
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
と
共
に
、
併
せ
て
全
文
の

翻
刻
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

二

先
ず
、
書
誌
的
事
項
と
本
文
の
状
態
に
つ
き
記
し
て
お
き
た
い
。

随
心
院
蔵

『峯
殿
詠
可
集
』
（第
晰
函
ｎ
号
）

〔江
戸
前
期
〕
写

一
冊

袋
綴
。
紺
色
表
紙

（愛
×
狙
９
、
外
題
な
し

（表
紙
中
央
に
題
螢
剥
落

の
跡
）。
但
し
、
中
に
剥
落
し
た
題
簸

（金
泥
で
水
辺
を
描
く
金
切
箔
押
）
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が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
「峯
殿
詠
寄
集

全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
料
紙
、

格
紙
。
墨
付
３３
丁
、
首
遊
紙
な
し
、
尾
遊
紙
３
丁
。
毎
半
葉
１０
行
、
和

歌

一
首
２
行
書
、
字
面
高
さ
約
Ｚ

釧
。
見
返
し
が
剥
が
れ
て
お
り
元
来

表
紙
裏
に
接
着
し
て
い
た
面
の
左
肩
に

「峯
殿
詠
腎
集
」
と
打
ち
付
け

書
き
。
内
題

「峯
殿
詠
訂
集
」
。
奥
書

・
識
語
類
な
し
。
用
字
、
漢
字

・

平
仮
名
。
印
記
な
し
。

巻
首
の
元
来
遊
紙
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
紙
に
次
の
よ
う
に
部
立

ご
と
の
歌
数
が
書
付
ら
れ
て
い
る

（（
）
内
に
現
存
歌
数
を
示
し
た
）
。

春
部
　
四
十
六
首
　
　
（現
存
四
十
六
首
）

夏
部
　
十
六
首
　
　
　
（現
存
十
六
首
）

秋
部
　
四
十
四
首
　
　
（到
□
ョ
「
劉
ヨ

冬
部
　
弐
十
八
首
　
　
（現
存
二
十
八
首
）

恋
部
　
五
十

一
首
　
　
（現
存
五
十
一
首
）

雑
部
　
一二
十
首
　
　
　
（冽
司
「
コ
３

都
合
　
弐
百
十
六
首
　
（到
ｄ
劇
利
「
型
３

「都
合
」
と
記
さ
れ
る
総
計
自
体
に
既
に
誤
り
が
あ
り
、
記
載
さ
れ
る

各
部
の
歌
数
を
合
計
す
る
と
計
二
百
十
五
首
と
な
る
。
ア」
の
書
付
が
な

さ
れ
た
時
点
で
は

『峯
殿
詠
寄
集
』
は
、
二
百
十
五
首
の
和
歌
を
収
載

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
秋
部
と
雑
部
に
脱
落
が
あ
り
、
現
存
は

百
九
十
九
首
と
な
る
。

一
箇
所
目
の
脱
落
は
、
墨
付
十
二
丁
と
十
三
丁
の
間
で
、
十
二
丁
表

の
第

一
首
目
が
上
句
を
脱
し
て
お
り
十
二
丁
裏
に
続
か
な
い
。

建
保
五
年
九
月
家
に
秋
三
首
訂
よ

み
け
る
に
雲
間
雁
を

鵬
夕
さ
れ
は
い
や
と
ほ
さ
か
り
飛
か
り
の

雲
よ
り
雲
に
あ
と
そ
き
え
ゆ
く
」
（１２
丁
裏
）

…
…

（脱
丁
）
…
…

醐
山
の
は
つ
か
に
い
つ
る
月
か
け

改
装
時
の
物
理
的
な
脱
丁
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
存
の
随
心
院
本
は
、

半
葉
に
お
よ
そ
三
首
か
ら
四
首
程
度
記
さ
れ
て
お
り
、
一
丁
を
脱
す
る

と
推
測
さ
れ
る
。
二
箇
所
目
の
脱
落
は
最
末
尾
で
、
巻
尾
の

一
首
が
上

旬
の
み
を
記
し
丁
を
改
め
た
先
に
書
写
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
下
旬
を

脱
し
て
い
る
。

‐９９
麟
♂
瑚
見
』
討
え
か
へ
り
つ
ゝ
山
川
の
」
（３２
丁
裏
）

〔以
下
白
紙
〕

雑
部
の
現
存
は
二
十
首
で
あ
り
、
巻
首
の
書
入
に
見
え
る
三
十
首
と
の

差
の
十
首
、
恐
ら
く
二
丁
を
脱
落
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
十
九
丁
裏
に
和
歌
の

一
部
を
欠
き
、
「本
ノ
マ
ゝ
」
の
注
記
を

付
す
箇
所
が
あ
る
。

‐‐３にほ罐蒔け辞は『は動みもなかけ‘」ゝ（・９丁一墨

千
里
に
澄
る
冬
の
夜
の
月

こ
の
注
記
は
、
随
心
院
本
の
親
本
に
欠
く
意

（ン」
の
場
合
、
随
心
院
本

は

『峯
殿
詠
訂
集
』
の
原
本
で
は
な
く
、
転
写
本
と
な
る
）
と
、
撰
集
資
料

に
欠
く
意

（こ
の
場
合
は
随
心
院
本
は
、
原
本

・
転
写
本
両
様
の
可
能
性
が
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残
る
）
の
両
様
に
解
釈
で
き
る
が
、
何
れ
と
も
決
し
が
た
い
。

三

次
に
本
書
の
撰
集
資
料
で
あ
る
が
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
初
頃
に
成

立
し
た
二
次
的
私
撰
集

。他
撰
本
私
家
集
の
撰
集
資
料
と
な
る
例
が
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
る

『題
林
愚
抄
』
『明
題
和
歌
全
集
』
等
の
類
題
集
で

は
な
く
、
勅
撰
集
と

『夫
木
抄
』
か
ら
の
抜
粋
を
基
幹
に
、
他
に
四
種

の
歌
合
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

勅
撰
集
及
び

『夫
木
抄
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
こ
と
は
、
全
編
に
亘

り
詞
書
の
表
記
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、
次
の
七
十
四
番

・
七
十
五
番
歌
の
例
で
は
、
詞
書
と
返
歌

の

一
致
か
ら

『風
雅
集
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

貞
永
元
年
八
月
十
日
こ
ろ
中
官
の
女
房
い
さ
な
ひ
て
東
山

ヘ

風
　
ま
か
り
侍
け
る
に
水
に
月
の
う
つ
り
て
く
ま
な
か
り
け
れ
は

せ
き
い
る
ゝ
石
ま
の
み
つ
の
あ
か
て
の
み
や
と
か
る
月
を
袖
に
み

る
か
な

風
同
　

返
し
　
　
　
　
　
　
　
後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍

た
ち
か
へ
る
袖
に
は
月
の
し
た
ふ
と
も
石
ま
の
水
は
あ
か
ぬ
た
ひ

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
計
集

・
秋

・
７４
・
７５
）

貞
永
元
年
八
月
十
日
比
、
中
宮
女
房
い
ざ
な
ひ
て
東
山

へ
ま

か
り
侍
り
け
る
に
、
水
に
月
の
う
つ
り
て
く
ま
な
か
り
け
れ

ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣

せ
き
い
る
る
い
し
ま
の
水
の
あ
か
で
の
み
や
ど
か
る
月
を
袖
に
み

る
か
な返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
堀
川
院
民
部
卿
典
侍

た
ち
か
へ
る
袖
に
は
月
の
し
た
ふ
と
も
い
し
ま
の
水
は
あ
か
ぬ
た

び
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（風
雅
集

・
巻
十
五
・
雑
上

・
醐
・
幽
）

ま
た
、
次
は
、
詞
書
の

一
致
か
ら

『夫
木
抄
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と

礎
ダ
“
”
つ
き．ぼ
な
い
をサ
〔
も‥
な
が
沖
と‥
い
一
「
∝
本
の
葉
に
秋

か
せ
そ
ふ
く

（峯
殿
詠
尋
集
・
秋
・
９２
）

同
歌
は

『夫
木
抄
』
の
外
に

『続
千
載
集
』
に
も
所
収
さ
れ
る
が
、
詞

書
が
前
者
に

一
致
し
て
い
る
。

貞
永
七
首
歌
合
　
風
前
持
衣
　
判
者
定
家
卿

光
明
峰
寺
入
道
摂
政

こ
ろ
も
う
つ
き
ぬ
た
の
お
と
も
た
か
ま
ど
の
山
の
こ
の
葉
に
秋
風

ぞ
ふ
く

（夫
木
抄
・巻
十
四
・秋
五
・
７５２３
）

家
に
七
首
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
風
前
持
衣

光
明
峰
寺
入
道
摂
政
左
大
臣

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
も
た
か
ま
ど
の
山
の
木
の
葉
に
秋
か
ぜ
ぞ
ふ

（続
千
載
集

・
巻
五
・
秋
下
・
卸
）

右
記
の
よ
う
な
複
数
の
歌
集

へ
の
入
集
が
認
め
ら
れ
る
和
歌
に
つ
い

て
は
、
主
と
し
て
詞
書
の
異
同
を
基
準
に

『峯
殿
詠
可
集
』
の
撰
集
資

料
を
確
認
し
、
部
立
ご
と
に
採
歌
数
を
示
し
た
の
が
次
頁
の
表
１
で
あ

―- 28 -―



計

新
勅
撰
集

続
後
撰
集

続
古
今
集

続
拾
遺
集

新
後
撰
集

玉
葉
集

続
千
載
集

続
後
拾
遺
集

風
雅
集

新
千
載
集

新
拾
遺
集

新
後
拾
遺
集

新
続
古
今
集

夫
本
和
歌
抄

内
裏
百
番
歌
合

右
大
臣
家
歌
合

冬
題
歌
合

光
明
峯
寺
歌
合

醒
集
詢
酵
Ｖ
郷
牡

６

　
　
６

　
　
８

　
　
８

　
　
１

　

０

４

１

３

２

５

２

10

2 19

1  9

16 1

2 6

2  1 10 1  1

1      9

3 2  1  1

1          2

22473

3

2123 2524

1  2*        2  1      2  1  4

1  2 26537

2   12212

春

夏

秋

冬

恋

雑

10 7  3  6 69 2  1  3  5  7  2  6  5  6 12 18 14 23 計

表 1部立・撰集資料別採歌数

※

芭ご

を
付
し
た
二
箇
所
は
贈
答
歌
の
返
歌

（他
人
詠
各

を
含
む
。

る
。
総
歌
数
百
九
十
九
首
の
内
、
百
七
十
四
首
ま
で
が
勅
撰
集
と

『夫

木
抄
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

う
ち
十
四
番
歌

二
二
十
四
番
歌

・
八
十
八
番

。
百
二
十
六
番
歌
の
四
首

の
撰
集
資
料
に
つ
い
て
は
、
柳
か
注
記
を
加
え
て
お
き
た
い
。

十
四
番
歌
は

『金
椀
集
』
に
、
百
二
十
六
番
歌
は

『円
明
寺
関
白

（実

経
）
集
』
に
も
収
載
さ
れ
る
が
、
詞
書
の
異
同
か
ら

『新
後
撰
集
』
と

『風
雅
集
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
作
者
名
注
記
に

従
い
採
歌
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

岡
若
菜
を

わ
か
な
つ
む
こ
ろ
も
て
ぬ
れ
て
か
た
岡
の
あ
し
た
の
は
ら
に
あ
は

雪
そ
ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
訂
集
・
春
・
１４
）

雪
中
若
菜

わ
か
な
つ
む
衣
手
ぬ
れ
て
か
た
岡
の
あ
し
た
の
は
ら
に
あ
は
雪
ぞ

ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
椀
集
・春
・
１７
）

ｌ

わ
か
な
つ
む
衣
手
ぬ
れ
て
か
た
岡
の
あ
し
た
の
原
に
あ
は
雪
ぞ
ふ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
後
撰
集

・
巻

一
・
春
上

・
２５
）

割

関

冽

Ч

凶

周

剛

刻

劃

鼎

コ

型

冊

日

倒

用

副

風
　
庵
室
に
よ
み
て
つ
か
は
じ
け
る

い
か
は
か
り
ふ
り

つ
も
る
ら
ん
お
も
ひ
や
る
こ
ゝ
ろ
の
ふ
か
き
み

ね
の
し
ら
雪

か

へ
し

た
つ
ね
い
る
ま
こ
と
の
み
ち
の
ふ
か
き
山
は

つ
も
れ
る
雪
の
ほ
と

―- 29 -―



も
し
ら
れ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
可
集
・
冬
・
１２６

・
‐２７
）

雪
朝
、
慶
政
上
人
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

い
か
ば
か
り
ふ
り
つ
も
る
ら
ん
お
も
ひ
や
は
心
も
ふ
か
き
み
ね
の

し
ら
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（円
明
寺
関
白
集
・６９
）

割

悧

剰

ｄ

測

泊

剛

悧

烈

泊

劃

咽

対

硼

日

す
み
侍
り
け
る
庵
室
に
よ
み
て
つ
か
は
じ
け
る

洲
酬
潤
コ
Ⅵ
バ
涸
前
倒
悧
判
綱
困
曰

い
か
ば
か
り
ふ
り
つ
も
る
ら
ん
お
も
ひ
や
る
心
も
ふ
か
き
み
ね
の

し
ら
雪返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
政
上
人

尋
ね
い
り
し
ま
こ
と
の
み
ち
の
ふ
か
き
山
は
つ
も
れ
る
雪
の
ほ
ど

も
し
ら
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（風
雅
集
・巻
八
・冬
・
開
・
鰤
）

八
十
八
番
歌
は
、
『夫
木
抄
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
『夫
木
抄
』
の
詞
書
に
は

「建
保
四
年
百
首
」
と
あ
り
、
『峯
殿
詠

寄
集
』
の
詞
書
の

「建
保
三
年
内
大
臣
家
百
首
暁
持
衣
」
と
は
異
な
る
。

同
歌
は
、
『建
保
四
年
道
家
百
首
』
（４９
）
に
も
所
収
さ
れ
る
た
め
、
『夫

木
抄
』
の
記
載
の
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

『峯
殿

詠
腎
集
』
が
詞
書
を
誤
る
の
は
、
『夫
木
抄
』
に
お
い
て
同
歌
の
直
前
に

配
列
さ
れ
る
歌
の
詞
書
に

「建
保
三
年
内
大
臣
家
百
首
、
暁
持
衣
」
と

あ
り
、
『峯
殿
詠
訂
集
』
の
参
照
し
た

『夫
木
抄
』
が

「あ
し
ひ
き
の
」

歌
の
詞
書

「同
四
年
百
首
」
を
欠
い
て
い
た
か
、
或
い
は
、
転
写
の
際

の
目
移
り
等
に
よ
っ
て
、
前
歌
の
詞
書

「建
保
三
年
内
大
臣
家
百
首
暁

持
衣
」
を
誤
記
し
た
可
能
性
が
高
い
。

目

ｇ

引

Ⅷ

国

召

目

圏

周

あ
し
引
の
あ
ら
し
や
四
方
に
さ
む
か
ら
ん
と
を
き
山
辺
に
衣
う
つ

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
計
集
・
秋
・
８８
）

目

ｑ

「

馴

含

ヨ

ロ

到

圏

周

大
蔵
卿
有
家
卿

有
明
の
月
落
ち
か
か
る
あ
し
び
き
の
や
ま
ず
も
う
つ
か
あ
さ
の
さ

ご

ろ
もゞ

あ
し
び
き
の
あ
ら
し
や
よ
も
に
さ
む
か
ら
ん
と
ほ
き
や
ま
べ
に
こ

ろ
も
う
つ
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
（夫
木
抄
・
巻
十
四
・秋
五
・
５７７３
・
剛
）

ま
た
、
一二
十
四
番
歌
は
、
『新
千
載
集
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
同
書
で
は
作
者
名
に

「法
印
長
舜
」
と
記
さ
れ
、
『峯
殿
詠

寄
集
』
の
撰
集
に
当
た
り
何
ら
か
の
誤
解
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
『新
千
載
集
』
に
お
い
て

「み
れ
ば
又
…
」
の

一
首
に
続
く
歌
の

作
者
は
道
家

（「光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣
し

で
あ
り
、　
こ
れ
も
目

移
り
に
よ
る
転
写
の
誤
り
な
ど
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

み
れ
は
ま
た
ち
ら
ぬ
心
を
や
ま
さ
く
ら
花
に
も
い
か
て
お
も
ひ
し

ら
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
訂
集
・
春
・
３４
）

（題
し
ら
ず
）
　

　

　

　

法
印
長
舜

み
れ
ば
又
ち
ら
ぬ
心
を
山
ざ
く
ら
花
に
も
い
か
で
思
ひ
し
ら
せ
む

測

糊

⊃

湖

固

可

瑠

響

側

日

ゆ
ふ
だ
た
み
手
向
の
山
の
桜
花
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
春
風
ぞ
吹
く

（新
千
載
集

・
巻
二
・
春
下

・
ｍ

。
１４５
）
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勅
撰
集
と

『夫
木
抄
』
を
撰
集
資
料
と
し
な
い
和
歌
に
つ
い
て
は
、

次
の
四
種
の
歌
合
か
ら
の
採
歌
が
想
定
さ
れ
る

（ァ
こ

の
下
は

『峯
殿

詠
訂
集
』
の
歌
番
号
）
。

建
保
四
年

（‐２‐６
）
内
裏
百
番
歌
合
…
２０

．
３８

・
５０

．
１０‐

。
‐‐７

建
保
五
年

（‐２‐７
）
九
月
右
大
臣
家

（道
家
家
）
歌
合
…
１４２

・
‐６‐

・
朋

建
保
五
年
冬
題
歌
合
…
１０４
～
‐‐０

光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合

（貞
永
元
年
‐２３２
）
…
‐２９
～
‐３８

『建
保
五
年
冬
題
歌
合
』
と

『光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合
』
を
撰
集
資
料

と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
和
歌
は
、
前
者
は

『峯
殿
詠
可
集
』
冬
部
の
冒

頭
付
近
に
七
首
連
続

（『建
保
五
年
冬
題
歌
合
』
の
歌
番
号
で
１２
・
２８
・
４４
・

６０
．
７６
。
９２
・
硼
）、
後
者
も

『峯
殿
詠
可
集
』
恋
部
冒
頭
に
十
首
連
続

貧
光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合
』
の
歌
番
号
で
８
ｏ
３０
．
５２
・
７４
・
９６
・
‐‐８
。
朋
・

‐６‐
・
鵬
ｏ
２０５
）
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
右
記
の
資
料
よ
り
直
接
採
歌

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『建
保
四
年
内
裏
百
番
歌
合
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る

和
歌
に
つ
い
て
は
、
三
十
八
番
歌

・
五
十
番
歌

。
百
十
七
番
歌
の
三
首

は
同
歌
合
以
外
に
他
出
が
確
認
で
き
ず
、
二
十
番
歌
は

『現
存
和
歌
六

帖
』
（晰
）、
百

一
番
歌
は

『万
代
集
』
（巻
六
。
冬
。
囲
Ｙ

『夫
木
抄
』
（巻

二
十
・雑
二
剛
）
に
入
集
す
る
が
、
詞
書
の
異
同
か
ら
そ
れ
ら
の
資
料
か

ら
の
採
歌
は
想
定
し
難
い
。

日
側
醐
日
劃
劉
創
到
創
馴
引
コ
司
∃
司
ｑ
劇

青
柳
の
は
る
の
け
し
き
も
た
を
や
め
の
か
さ
し
の
玉
の
露
そ
み
た

る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
計
集
・
春
・
２０
）

（や
な
ぎ
）　
　
　
　
　
　
　
　
入
道
前
摂
政

あ
を
や
ぎ
の
は
る
の
け
し
き
も
た
を
や
め
の
か
ざ
し
の
た
ま
の
つ

ゆ
ぞ
み
だ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（現
存
和
歌
六
帖
。
脚
）

目

囲

翻

異

別

ヨ

副

創

到

劇

判

木
か
ら
し
も
し
く
れ
も
し
ら
し
い
ほ
え
さ
す
神
な
ひ
山
の
と
き
は

本
の
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峯
殿
詠
計
集
。
冬
・
１０１
）

建
保
内
裏
百
番
歌
合
の
歌
　
　
　
入
道
前
摂
政
左
大
臣

こ
が
ら
し
も
し
ぐ
れ
も
し
ら
じ
い
ほ
え
さ
す
神
な
び
や
ま
の
と
き

は
本
の
か
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（万
代
集

・
巻
六

・
冬

・
闊
）

御
集
、
万
代
　
　
　
　
　
　
　
　
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政

木
枯
も
し
ぐ
れ
も
し
ら
じ
い
ほ
え
さ
す
神
な
び
山
の
と
き
は
本
の

か
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夫
木
抄

・
巻
二
十

・
雑
二
。
融
）

ま
た
、
『建
保
五
年
九
月
右
大
臣
家
歌
合
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
と
考

え
ら
れ
る
和
歌
に
つ
い
て
も
、
百
四
十
二
番
歌

。
百
六
十

一
番
歌
の
二

首
は
同
歌
合
以
外
に
他
出
の
確
認
が
出
来
ず
、
百
八
十
九
番
歌
は

『続

拾
遺
集
』
（巻
九

・
覇
旅

・
知
）
に
も
入
集
す
る
が
、
や
は
り
、
詞
書
の

異
同
か
ら

『続
拾
遺
集
』
か
ら
の
採
歌
は
想
定
し
難
い
。

新
後
撰
建
保
五
年
九
月
家
可
合
に
野
中
松
風

天
の
は
ら
ひ
も
ゆ
ふ
し
ほ
の
か
ら
衣
は
る
く
き
ぬ
る
う
ら
の
松
風

（峯
殿
詠
可
集
・
雑
・
硼
）

家
歌
合
に
、
覇
中
松
風
　
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣

あ
ま
の
は
ら
日
も
夕
し
ほ
の
か
ら
衣
は
る
ば
る
き
ぬ
る
う
ら
の
松

か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
拾
遺
集

・
巻
九

・
覇
旅

・
７０‐
）



四

『峯
殿
詠
可
集
』
に
は
、
奥
書

・
識
語
の
類
は

一
切
記
さ
れ
ず
、
撰
集

事
情
を
伝
え
る
記
録
等
の
資
料
も
現
時
点
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
ま

た
、
成
立
に
関
わ
る
内
部
徴
証
に
も
乏
し
く
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
も

撰
集
資
料
と
目
さ
れ
る
歌
集
の
う
ち
最
も
降
る

『新
続
古
今
集
』
の
成

立
時
で
あ
る
永
享
十

一
年

（１４３９
）
六
月
二
十
七
日
以
降
、
随
心
院
本
の

書
写
年
代
と
推
定
さ
れ
る
江
戸
前
期
頃
ま
で
の
間
と
い
う
よ
う
な
漠
然

と
し
た
期
間
が
想
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
窺
う
に
は
関

連
資
料
の
出
現
を
挨
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
道
家
の
集
を
撰
し
伝

領
す
る
こ
と
の
意
義
と
現
在
の
と
こ
ろ
唯

一
の
伝
本
が
随
心
院
に
伝
領

さ
れ
る
点
を
重
視
す
る
の
な
ら
ば
、
随
心
院
、
或
い
は
九
条
家
の
周
辺

で
撰
集
さ
れ
、
随
心
院
に
伝
領
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
、
そ
の
蓋

然
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

随
心
院
は
、
東
密
小
野
流
の
祖
、
仁
海
を
開
基
と
伝
え
る
真
言
宗
の

古
刹
で
あ
る
。
後
堀
河
天
皇
よ
り
門
跡
号
が
与
え
ら
れ
、
一
条
実
経
男

の
静
厳

（寛
元
元
年
‐２４３
‐
永
仁
七
年
囲

・
五
十
七
歳
）
の
入
室
以
降
、
摂

家

（
一
条
家

。
二
条
家

。
九
条
家
）
子
弟
の
入
室
す
る
所
謂
摂
家
門
跡
と

し
て
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
を
通
し
て
は

一
条
家

（二
条
家
）
と
、
室

町
末
以
降
は
九
条
家
と
深
い
関
係
を
保

っ
て
来
た
。

南
北
朝
期
に
は
、
九
条
道
家
の

「終
老
地
」
（九
条
家
文
書
５
１
０
）
と

し
て
建
立
さ
れ
た
光
明
峯
寺
と
光
明
峯
寺
領
小
塩
荘

（山
城
国
乙
訓
郡
）

を
統
括
す
る
寺
務
職
に
つ
い
て
お
り

（随
心
院
文
書
１
１
５
１
１３
等
、
同

１
１
４
１
５
（、

宗
教
的

。
経
済
的
側
面
に
お
か
て
も
光
明
峯
寺
と
共
に

九
条
流
諸
家
に
と
っ
て
重
要
な
寺
院
で
あ
っ
た
。

室
町
後
期
に
至
り
応
仁
の
乱
の
戦
禍
を
蒙
り
寺
域
を
焼
失
す
る
が
、

慶
長
四
年

（１５９９
）ヽ

時
の
問
跡
で
あ
っ
た
九
条
兼
孝
男
の
増
孝

（天
正
十

七
年
硼
―
寛
永
二
十

一
年

（正
保
元
年
）
幽
・
五
十
六
歳
）
の
尽
力
に
よ
り

現
在
の
小
野
の
地
に
再
建
さ
れ
た

（義
演
准
后
日
記

・
慶
長
四
年
正
月
二

十
三
日
条
等
）。

室
町
末
江
戸
初
の
九
条
家
当
主
で
あ
る
九
条
兼
孝

（天
文
二
十
二
年
晰

―
寛
永
十
三
年
醐
・
八
十
四
歳
）
に
よ
り
記
さ
れ
た
次
の
記
事
は
、
九
条

家

。
道
家

。
随
心
院

。
光
明
峯
寺
領
小
塩
荘
を
結
ぶ
同
時
期
の
状
況
を

よ
く
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
。

去
年
冬
随
心
院
事
相
達
淵
底
候
、
先
祖
光
明
峯
寺
殿
被
帰
真
言

宗
、
小
野
六
流
之
内
伝
受
回
倒
開
法
流
、
則
於
東
寺
被
遂
灌
頂
、

其
以
後
隠
居
料
内
洲
創
日
、
為
門
跡
領
被
定
住
持
候
、
其
仁
黙
者
、

代
々
家
門
息
に
て
候
、
若
実
子
無
之
時
者
、　
一
紳
中
之
息
以
之
為

猶
子
、
…
…

（以
下
略
）

（九
条
家
文
書
二
〇
三
二
号

「九
条
兼
孝
書
状
案
し

九
条
家
の
祖
で
あ
る
道
家
が
随
心
院
の
法
流
に
帰
し
た
こ
と
、
小
塩
荘

が
門
跡
領
で
あ
る
こ
と
、
代
々
門
跡
を
輩
出
し
て
い
た
こ
と
が
、
兼
孝

が
随
心
院
と
小
塩
荘
に
関
わ
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ま
た
同

時
に
、
翻
っ
て
見
れ
ば
、
随
心
院
側
に
と
っ
て
も
、
道
家
は
九
条
家
と

の
関
係
の
上
で
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
語
る
の
に
重
要
な
人
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物
で
あ
っ
．た
と
言
え
る
。
随
心
院
に
道
家
の
集
が
伝
わ
る
の
も
故
な
し

と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

慶
長
の
復
興
以
降
は
、
歴
代
門
跡
に
よ
っ
て
寺
域
の
整
備
と
共
に
真

言
聖
教
類
の
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
現
在
、
随
心
院
に
は
、

増
孝

。
栄
厳

（元
和
八
年
肥
―
寛
文
四
年
幽
・
四
十
三
歳

九
条
幸
家
男
）
。

俊
海

（寛
永
七
年
幽
―
天
和
二
年
醐
・
三
十
三
歳

鷹
司
教
平
男

。
九
条
兼
晴

謡
一駈
戦
誕
鑑
崎
羹
盟
襲
電
諄
れ粁
幣

寛
文
五
年
脇

・
八
十
歳
）
父
子
に
よ
り
、
増
孝

・
栄
厳

へ
と
呈
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
歌
書
類
を
伝
来
し
て
お
り
、
『峯
殿
詠
寄
集
』
も
、
そ
う
し

た
九
条
家
と
の
関
わ
り
の
中

で
随
心
院
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
井
上
宗
雄

・
田
村
柳
壱
氏
編

『中
世
百
首
歌
　
一
ご

（古
典
文
庫

昭
５８

。

９
）
に
翻
刻
と
解
題
が
備
わ
り
、
新
編
国
歌
大
観
に
も
所
収
さ
れ
る
。

（２
）
随
心
院
所
蔵
の
典
籍

・
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
長
岡
京
市
役
所
秘
書
広

報
課
市
史
編
さ
ん
係

「随
心
院
文
書
調
査
の
概
要
」
（平
３

・
６
）
、
京
都
府

立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課

「随
心
院
文
書
編
年
目
録

。
随
心
院
記
録
編

年
目
録
」
（資
料
館
紀
要
２２

平
６

・
３
）
が
あ
り
、
『長
岡
京
市
史

資
料

編

一
ご

（長
岡
京
市
役
所

平
４

ｏ
３
）
に
、
随
心
院
文
書

（
一
部
）
の

写
真
の
掲
載
と
翻
刻
が
あ
る
。
ま
た
、
蓮
生
善
隆
氏
監
修

・
随
心
院
聖
教

類
綜
合
調
査
団
編

『随
心
院
聖
教
類
の
研
究
』
（汲
古
書
院

平
７

・
５
）
に

は
、
悉
皆
調
査
を
踏
ま
え
た
報
告
が
あ
る
。

（３
）
三
村
晃
功
氏

『中
世
私
撰
集
の
研
究
』
（和
泉
書
院

昭
６０

．
５
）
、
同

『中
世
類
題
集
の
研
究
』
（和
泉
書
院

平
６

・
１
）
参
照
。

（４
）
『国
書
寮
叢
刊

九
条
家
文
書
　
一
』
（昭
４６

・
３
）
十
七
頁
。

（５
）
『長
岡
京
市
史

資
料
編

一
ご

一
一五
二

・
二
五
三
頁
。

（６
）
『長
岡
京
市
史

本
文
編

一
』
長
岡
京
市
役
所

平
８

ｏ
３
）
に
は
、
「九

条
家

。
一
条
家

（本
家
）
―
光
明
峯
寺

（寺
家
）
―
随
心
院

（寺
務
ご

と

い
う
重
層
的
な
支
配
体
系
が
出
来
て
い
た

（同
書
十
三
頁
）
と
の
指
摘
も

あ
る
。
な
お
、
小
塩
荘
も
他
の
荘
園
と
違
わ
ず
、
時
代
を
追
っ
て
そ
の
帰

属
が
移
り
、
そ
れ
に
従
い
頻
繁
に
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、　
一

条
家

。
九
条
家
と
随
心
院

・
小
塩
荘
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
先
記
の

『長

岡
京
市
史

本
文
編
　
一
』
に
詳
し
い
。

（７
）
飯
倉
晴
武
氏

「九
条
家
領
の
成
立
と
道
家
惣
処
分
状
に
つ
い
て
」
貧
日

本
中
世
の
政
治
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館

平
１５

・
６
）
に
よ
り
、
道
家
没

後
の
九
条
家
領
の
成
立
を
め
ぐ
る
道
家
の
意
向
の
伝
達
に
つ
い
て
資
料
が

整
理
さ
れ
て
い
る
。

（８
）
道
家
と
真
言
密
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
松
本
郁
代
氏

「九
条
道
家

と
真
言
密
教
―
慧
日
山
に
お
け
る
摂
関
家
の
宗
教
構
想
―
」
（年
報
中
世
史

研
究
２７

平
１４

・
５
）
に
よ
り
、
そ
の
実
像
が
追
求
さ
れ
て
い
る
が
、
兼
孝

書
状
に
お
け
る
理
解
と
し
て
は
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（９
）
拙
稿

「随
心
院
門
跡
と
歌
書
」
貧
伊
井
春
樹
先
生
退
官
記
念
論
文
集

（仮

題
と

（和
泉
書
院

平
１６
刊
行
予
定
）。

［付
記
］
貴
重
な
典
籍

。
文
書
類
の
調
査
と
翻
刻
紹
介
を
お
許
し
頂
き
ま
し
た

随
心
院
当
局
、
執
事
亀
谷
英
央
師
、
亀
谷
壽

一
師
、
ま
た
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
随
心
院
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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随
心
院
蔵

『峯
殿
詠
訂
集
』
翻
刻

【凡
例
】

。
随
心
院
蔵

『峯
殿
詠
訂
集
』
（第
晰
函
ｎ
号
）
を
底
本
と
し
て
、
原
本

に
忠
実
な
翻
刻
を
心
が
け
た
。

・
行
移
り
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
改
丁
箇
所
は
、
」
（１
丁
表
）
の
よ
う
に

丁
数
を
示
し
た
。

・
便
宜
上
和
歌
の
頭
に
番
号
を
付
し
た
。
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（う
ん
の
。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
助
手
）
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